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株式会社ジャパンディスプレイ鳥取工場の動向と対応状況等について 
 

令和５年８月２１日 

立 地 戦 略 課 
 
 (株)ジャパンディスプレイは８月２日(水)に「鳥取工場におけるパネル生産終了及び戦略拠点とし
ての事業継続」を発表しましたが、その後の対応等について以下のとおりご報告いたします。 
 
１ （株）ジャパンディスプレイの発表概要 

・ 鳥取工場で生産する液晶パネルは、古い世代の中小型液晶パネルであり、高性能化への対応が
限定的で、大型化が進む車載分野における新規需要は減少傾向にある。 

・ お客様ニーズへの対応と、競争力強化と収益力向上策の一環として、鳥取工場における液晶  
パネル生産を、令和７年３月に終了する。 

・ 生産終了後は、戦略拠点として事業継続し、ＡｕｔｏＴｅｃｈ(車載)事業部の開発、設計、  
品質保証等の機能を維持し、車載事業の更なる拡大・発展に向けた活動を展開する。 

・ 従業員については、雇用を維持し、同拠点内または他拠点への配置転換等を予定している。 
 
２ 県と鳥取市による情報連絡会議 
（１）開催日時  令和５年８月３日(木) 午後３時５０分～午後４時１０分 
（２）開催場所  県庁本庁舎３階 第４応接室 
（３）参 加 者  ［県］平井知事、池田商工労働部長、荒田雇用人材局長 

       ［市］深澤市長、大野経済観光部長 
（４）概  要 

情報を共有するとともに、当面、以下の事項について取り組んでいくことを確認した。 
・同社に対して、速やかに要望を実施する。 

 ・同社の動きを注視し、従業員等に対する必要な支援を適宜実施する。 
 
３ 同社への要望概要 
（１）要望日時  令和５年８月７日(月) 午後１時～午後１時１５分 
（２）要望場所  株式会社ジャパンディスプレイ本社応接室 

（東京都港区西新橋三丁目７番１号） 
（３）要 望 先  代表執行役会長ＣＥＯ スコット キャロン 
（４）要 望 者  鳥取県知事 平井 伸治、鳥取市長 深澤 義彦 
（５）要望事項（要望書は次頁に添付） 

１．鳥取工場を貴社の車載用及び独自技術を活用したディスプレイ製品の企画開発・設
計等の拠点として活用され、引き続き事業活動の拠点として維持していただくこと。 

２．従業員及び地域の不安解消に特段の配慮を賜るとともに、鳥取工場の貴重な人材が
流出することがないよう、最大限、雇用を守っていただくこと。 

３．土地・建物の利活用について、将来につながる新たな事業での活用や他社との協業
など鳥取工場の発展に向けた取り組みを積極的に進めていただくこと。 

（６）要望結果概要 
   ・スコット キャロンＣＥＯから「要望に応えられるよう最善・最大限の努力をする」と回答が

あった。 
・話し合いのパイプを作ることを三者で確認し、今後コミュニケーションを取りながら未来の

発展のために協力していくことが話し合われた。 
 
４ 今後の対応 

同社の動きに注視しつつ、三者でコミュニケーションを取りながら連携し、要望事項（県内拠点 
の維持、雇用への配慮、工場敷地の有効活用等）を中心に機動的に対応してまいります。 

 
【ジャパンディスプレイの概要】 
（１）会 社 名 株式会社ジャパンディスプレイ 
（２）代 表 者 代表執行役会長ＣＥＯ スコット キャロン 
（３）所 在 地 東京都港区西新橋三丁目７番１号 
（４）事業開始 平成２４年４月１日  

※平成 23 年、国内３社(日立・東芝・ソニー)の液晶部門が統合して誕生。 
（５）事業内容 ディスプレイデバイス及びその関連製品の研究、開発、製造、販売 等 
（６）従 業 員 ４，７７６名（連結、令和５年３月３１日現在） 
（７）生産拠点 ［国内］鳥取、茂原(千葉県)、石川(石川県) ［海外］フィリピン 

【鳥取工場の概要】 
（１）所 在 地 鳥取市南吉方３丁目１１７－２ 
（２）従 業 員 ４９９人（令和５年８月１日時点） 
（３）そ の 他 鳥取工場は、車載用ディスプレイ事業の開発、車載製品製造の主力拠点。 
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要  望  書 
 
株式会社ジャパンディスプレイ 
 代表執行役会長ＣＥＯ スコット キャロン 様 
 

 ８月２日、貴社は令和７年３月３１日をもって鳥取工場における
液晶ディスプレイ生産の終了方針を発表されました。 
 長年にわたり、鳥取市を車載用液晶ディスプレイの拠点として発
展を続けていただけに、地元関係者も今後の行方に不安を抱いてお
ります。 
 鳥取工場は平成２４年の事業開始以来、車載用液晶ディスプレイ
関連等の開発・生産拠点工場として、優れた技術を元にした精度の
高い製品を世界の自動車メーカーに出荷するとともに、約５００名
の方が働く県内経済にとって非常に重要な工場であります。 
 発表では、鳥取工場の従業員は雇用維持を前提として、引き続き
戦略拠点として事業継続される鳥取工場内又は他の拠点への配置転
換等を予定されるとのことですが、当県としましては、鳥取工場が
引き続き貴社の事業活動の拠点として最大限活用していただくよう
強くお願いをさせていただくものです。 
 つきましては、下記の事項についてご配慮くださいますようお願
いいたします。 
 

記 
 
１ 鳥取工場を貴社の車載用及び独自技術を活用したディスプレイ

製品の企画開発・設計等の拠点として活用され、引き続き事業活
動の拠点として維持していただくこと。 

 
２ 従業員及び地域の不安解消に特段の配慮を賜るとともに、鳥取

工場の貴重な人材が流出することがないよう、最大限、雇用を守
っていただくこと。 

 
３ 土地・建物の利活用について、将来につながる新たな事業での

活用や他社との協業など鳥取工場の発展に向けた取り組みを積極
的に進めていただくこと。 

 
 
令和５年８月７日 
 

鳥取県知事 平 井 伸 治 
 

 
鳥 取 市 長 深 澤 義 彦 
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県内技術・素材を実装したＥＶの実験走行開始について 

令和５年８月２１日 

産業未来創造課 

本県では、国内外で加速しているＥＶシフトに対応し、県内サプライヤー企業のＥＶ等エコカー技術市場へ

の参入を支援するための取組として構築した「ＥＶ実装評価プラットフォーム」において、７月３１日に実験

走行を開始しました。県内企業が開発した技術・素材・部材を実装したＥＶの実験走行により、技術評価・ユ

ーザー評価を行い、さらなる技術開発に向けて、県内企業へ還元していきます。 

１ 県内技術・素材を実装したＥＶの実験走行開始式 

（１）開催日時 令和５年７月３１日（月） 午後４時３０分～４時５０分 

（２）セレモニー内容 

   ・事業の概要説明                              ・テープカット 
・県内企業６社の代表(NOK㈱鷲尾副部長)による決意表明  ・脱炭素型 EV ｽﾃｰｼｮﾝ及びﾜｲﾔﾚｽ充電ｼｽﾃﾑの説明(㈱ﾀﾞｲﾍﾝ鶴田技術統括) 
・支援機関の代表(産総研藤代部門長)の挨拶      ・試乗（知事） 

 ［参加サプライヤー企業］６社 
ＮＯＫ㈱、ダイヘン産業機器㈱、㈱中原商店、㈱菊水フォージング、㈱伯耆のきのこ、㈱鳥取スター電機 

［協 力 企 業 ・ 団 体］７社 
(国研)産業技術総合研究所、中国経済産業局、中国運輸局、㈱ダイヘン、㈱タジマモーターコーポレーション、 
智頭石油㈱、(地独)鳥取県産業技術センター 

   

 

 

 

 

テープカット         脱炭素型EVｽﾃｰｼｮﾝ等の説明      知事の実験車両の試乗 

２ 「ＥＶ実装評価プラットフォーム」の概要 
〇エコカーＷＧ（４６社）が技術開発しているデバイスや素材等を随時実装しメーカー等による技術評価やユー
ザー評価を行い、県内サプライヤーに還元し、更なる改良・開発に結び付ける仕組み。 

〇実験走行は、今後約２年かけて、県内製造業や大学等に巡回設置して、事業所社員や学生等のより多くのユー
ザー評価や提案を還元する。 

（１）県内サプライヤー６社の概要 
サプライヤー企業 試作品 実証研究の内容 

ＮＯＫ㈱ ＥＶ用の防振ゴム EV の室内空間に求められている静寂性について、モータ部分など
防振ゴムにより低減 

ダイヘン産業機器
㈱ 

非接触充電システム 現行のプラグイン方式に加え、未来を見据えたワイヤレス充電シス
テム 

㈱菊水フォージン
グ 

マグネシウム鍛造 EV の軽量化に対応して、マグネシウムを足回り部分などに適用 

㈱鳥取スター電機 エコカー向けドライブ
レコーダー 

盗難防止機能などドラレコの高機能化に向けてEV車両側の必要な
電流量などの適用性 

㈱伯耆のきのこ きのこ素材による内装
材 

欧米で加速している SDGs を意識した天然素材によるインテリア 

㈱中原商店 因州和紙による加飾 〃 

（２）本プロジェクトの協力企業の役割 

［㈱タジマモーターコーポレーション］※自動車メーカー 
国内で唯一のＥＶ改造メーカーである同社の超小型ＥＶ(２人乗り)を実験車両として活用。また、県内サプライ
ヤーの試作品の実装・改造・技術評価も同社が担う。 

［智頭石油㈱］ 
ＥＶの貸出業務など運用全般(保守・メンテナンスも含む)やＥＶステーションの運用管理を行う。また、ＥＶの
利用者に対するヒアリング(乗り心地や使用感等)を実施。 

［㈱ダイヘン］ 
当該プロジェクトに必要な充電設備などについて、商用化している脱炭素型ＥＶステーション２基を無償貸与。 

［(国研)産業技術総合研究所］ 
新素材加工技術習得に取り組む県内企業に対し、現場指導を実施する。 

［(地独)鳥取県産業技術センター］ 
試作品の引っ張り試験、強度試験、耐食試験等の材質評価（母材そのものの評価）を実施。 

３ 今後の取組 
今回は第１段階として、サプライヤー６社の試作品を実装したが、今後も実装する試作品を増やしていく。

このため、エコカーＷＧ４６社に呼びかけ、新技術の実装を希望する県内サプライヤーを随時、受付。 
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 【新規分】 商工労働部
主　務　課 工　　　事　　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 契　約　金　額 工　　　　　期 契約年月日 摘　　　　要

産業人材課 米子市 115,500,000円  令和5年6月19日 令和5年6月16日 制限付
夜見町 ～ 一般競争入札

（予定価格） 令和6年2月29日 （４社）
118,690,000円  

一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

鳥取県立産業人材育成センター
米子校バリアフリー化工事（建築）

株式会社平田組
代表取締役　平田　淳
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